
資料編

１　伊豆市総合計画条例

２　伊豆市総合計画審議会規則

３　策定体制

４　策定組織名簿

５　策定の経過

６　第２次伊豆市総合計画諮問・答申

７　第２次伊豆市総合計画体系図

８　第２次伊豆市総合計画前期基本計画指標一覧表



平成 26 年３月 28 日

伊豆市条例第９号

伊豆市総合計画条例１

　（目的）

第１条　この条例は、総合的かつ計画的な市政の運営を図るため、総合計画の定義、位置付け

その他総合計画の策定等に関し必要な事項を定め、本市のまちづくりのための基本的な施

策を着実に推進することを目的とする。

　（定義）

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めると

ころによる。

⑴　総合計画　将来における本市のあるべき姿と進むべき方向についての基本的な指針

であり、基本構想及び基本計画からなるものをいう。

⑵　基本構想　市のまちづくりの基本的な理念であり、将来像及び基本目標を示すものをいう。

⑶　基本計画　市のまちづくりの基本的な計画であり、基本構想における将来像及び基本

目標を踏まえた施策の基本的方向及び体系を示すものをいう。

　（総合計画の策定と位置付け）

第３条　市長は、市の最上位計画として総合計画を策定し、これに即して市政を運営しなけ

ればならない。

２　市長は、総合計画の策定にあたっては、市民の意見を十分に反映させるための必要な措

置を講じなければならない。

　（総合計画審議会）

第４条　市長の諮問に応じ、総合計画について調査審議するため、伊豆市総合計画審議会（以

下「審議会」という｡) を置く。

２　市長は、基本構想及び基本計画を策定し、又は変更するときは、あらかじめ、審議会に諮

問するものとする。

３　審議会の組織その他必要な事項は、規則で定める。

　（議会の議決）

第５条　市長は、基本構想を策定し、又は変更するときは、議会の議決を経なければならない。

　（総合計画の公表）

第６条　市長は、総合計画を策定し、又は変更したときは、速やかにこれを公表しなければならない。

　（総合計画との整合）

第７条　個別行政分野における施策の基本的な事項を定める計画を策定し、又は変更すると

きは、総合計画との整合を図るものとする。

　（委任）

第８条　この条例に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

　　 附　則

　（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。

　（伊豆市総合計画審議会条例の廃止）

２　伊豆市総合計画審議会条例（平成 16 年条例第 20 号）は、廃止する。
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伊豆市総合計画審議会規則２
平成 26 年３月 28 日

伊豆市規則第 10 号

改正　平成 27 年３月 31 日　規則第 26 号

　（趣旨）

第１条　この規則は、伊豆市総合計画条例（平成 26 年伊豆市条例第９号）第４条第３項の規

定に基づき、伊豆市総合計画審議会（以下「審議会」という｡) の組織及び運営に関し必要な

事項を定めるものとする。

　（組織）

第２条　審議会は、委員 28 人以内で組織する。

２　委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。

　⑴　市内各種団体の代表者及び市民

　⑵　学識経験を有する者

　⑶　関係行政機関の職員

　（任期）

第３条　委員の任期は、２年とする。ただし、欠員が生じたときの補欠委員の任期は、前任者

の残任期間とし、基本の公職を失ったときは自然解職されたものとする。

２　委員は、再任されることができる。

　（会長及び副会長）

第４条　審議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。

２　会長は、会務を総理し、会議の議長となる。

３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を

代理する。

　（会議）

第５条　審議会は会長が招集する。ただし、新たに任命された委員による最初の審議会につ

いては、市長がこれを招集する。

２　審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。

３　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによ

る。

　（部会）

第６条　審議会に、部会を置くことができる。

　（資料の提出等の依頼）

第７条　審議会は、その任務を行うために必要があると認める場合は、関係行政庁、関係地方

公共団体その他の関係団体に対して資料の提出、説明又は調査を依頼することができる。

　（要旨の公表）

第８条　審議会は、その調査審議した結果について、必要があると認める場合は、その要旨を

公表するものとする。



　（庶務）

第９条　審議会の庶務は、総合政策部総合戦略課において処理する。

　（その他）

第 10 条　この規則に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、市長が別に定める。

　　　附　則

　この規則は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成 27 年３月 31 日規則第 26 号）

　この規則は、平成 27 年４月１日から施行する。
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策定体制３

市民参加

総合計画策定委員会

情報提供

提案・意見

（副市長・教育長・各部長）

総合計画策定幹事会
（課長級職員）

総合計画策定専門部会
（各課担当職員）

事務局
子ども議会

市民･青少年･団体アンケート

市民懇談会

市民参加型セッション

パブリックコメント

上程

議決

伊豆市議会

市議会議員

諮問

答申

総合計画審議会

学識経験者

市内各種団体の代表者等

市民ワークショップ

庁内体制

市　長

庁内組織
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策定組織名簿４
第 2次伊豆市総合計画審議会　審議委員名簿

№ 　　氏　名 　　　　　区分（機関・団体・役職等） 　　　 備　考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

青木　喜代司

安藤　孔治

植松　真由美

梅原　龍一

遠藤　正壽

遠藤　護

小森　泰信

杉山　羌央

仙座　夏子

田足井　みさ子

土屋　光成

出川　奈央

永岡　正人

渡邉　一夫

伊豆市商工会長

市民有識者

伊豆市教育委員

伊豆市子ども子育て会議委員長

伊豆市社会福祉協議会長

伊豆市都市計画審議会長

伊豆市観光協会長

市民有識者

市民有識者

伊豆市民生・児童委員 主任児童委員

伊豆市区長会長

市民有識者

市民有識者

市民有識者

副会長

会　長

（50 音順・敬称略）
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第２次伊豆市総合計画策定委員会名簿 第２次伊豆市総合計画策定幹事会名簿

役　職

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

副市長 【委員長】

教育長

市長政策監兼建設部理事

市長政策監兼総合政策部長

総務部長

市民部長

健康福祉部長 

産業部長 

建設部長

会計管理者

議会事務局長

教育部長

鈴木　伸二

勝呂　信正

松木　正一郎

和智永　康弘

伊郷　伸之

鈴木　正

山口　一範

鈴木　薫

齋藤　満

植田　博昭

飯田　勝久

森下　政紀

氏　名 役　職

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

総合戦略課長 【幹事長】

秘書室長

総務課長 

財務課長

契約検査室長

防災監兼防災安全室長

土肥支所長

市民課長

税務課長

収納課長

環境衛生課長

清掃センター所長

社会福祉課長

保険課長

こども課長

健康支援課長

農林水産課長

観光課長

産業振興課長

用地管理課長

都市計画課長

建設課長

上下水道課長

議会事務局次長

学校教育統括監兼学校教育課長

教育総務課長

社会教育課長

図書館長

佐藤　達義

三田　浩二

杉山　節男

滝川　正樹

平田　利幸

相磯　浩二

山本　正行

長谷川　文子

荻島　泰博

渡辺　文和

浅田　茂治

吉田　基

村井　克代

関　善光

山下　数馬

秋津　三枝子

梅原　敏男

金刺　重哉

山下　善治

波多野　英治

堀江　啓一

山田　博治

西堀　勝廣

杉山　和啓

仁科　聡

城所　章正

山崎　一郎

山本　卓

氏　名



策定の経過５

地方自治法の一部を改正する法律の公布

伊豆市総合計画条例・総合計画審議会規則の制定

策定方針決定

第 1回策定委員会（5/7）

第 1回策定幹事会（5/14）

伊豆市未来づくりセッション 全体セッション (6/1)

市民・青少年・各種団体アンケート (6/25 ～ 7/31)

地区懇談会（7/16 ～ 8/26）　※詳細は別記

伊豆市未来づくりセッション 個別セッションⅡ(7/13)

伊豆市未来づくりセッション 個別セッションⅠ(7/27)

伊豆市子ども議会 (8/12)

伊豆市未来づくりセッション 個別セッションⅡ(8/17)

第 1 回市民ワークショップ (8/27)

第 2 回市民ワークショップ (9/9)

伊豆市未来づくりセッション 個別セッションⅠ(9/14)

伊豆市未来づくりセッション 個別セッションⅡ(9/28)

第 3 回市民ワークショップ (9/30)

伊豆市未来づくりセッション 個別セッションⅠ(10/12)

伊豆市未来づくりセッション 全体セッション (11/16)

第 2 回策定委員会 (1/5）

第 2回策定幹事会 (1/19・1/20）

第 3回策定委員会 (3/10）

地方版総合戦略の策定に向けた市民ワークショップ (7/22・7/29）

地方版総合戦略の策定に向けた市民ワークショップ (8/6・8/19・8/27）

第 1回地方創生市民検討会議 (8/21)

地方版総合戦略の策定に向けた市民ワークショップ (9/3）

第 4回策定委員会 (9/15）

第 2回地方創生市民検討会議 (9/24)

第 3 回策定幹事会 (9/29）

第 5回策定委員会 (10/23）

第 4回策定幹事会 (10/25)

地方版総合戦略の策定

Ｈ23.5 月

Ｈ26.3 月

Ｈ26.5 月

Ｈ26.6 月

Ｈ26.7 月

Ｈ26.8 月

Ｈ26.9 月

Ｈ26.10 月

Ｈ26.11 月

Ｈ27.1 月

Ｈ27.3 月

Ｈ27.7 月

Ｈ27.8 月

Ｈ27.9 月

Ｈ27.10 月
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地区懇談会

地　区日　付

7月 16 日

7 月 28 日

7 月 29 日

8 月 6 日

8 月 7 日

8 月 12 日

8 月 18 日

8 月 20 日

8 月 21 日

8 月 22 日

8 月 25 日

8 月 26 日

旧湯ヶ島小学校区

旧狩野小学校区

旧月ヶ瀬小学校区

旧大見小学校区

熊坂小学校区

修善寺東小学校区

修善寺小学校区

修善寺南小学校区

旧八岳小学校区

旧大東小学校区

旧土肥南小学校区

旧土肥小学校区

天城湯ケ島支所

狩野幼稚園

天城湯ケ島支所

中伊豆ふれあいプラザ

熊坂小学校体育館

生きいきプラザ

修善寺総合会館

修善寺南小学校体育館

八岳集会所

冷川中央公民館

土肥南体育館

土肥支所

会　場
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第 1 回総合計画審議会・諮問 (11/5）

第 6回策定委員会 (11/24)

第 2 回総合計画審議会 (12/4）

パブリックコメント募集 (12/7 ～ 12/18)

第 7 回策定委員会 (12/22)

第 3 回総合計画審議会 (1/6）

第 8回策定委員会 (1/14)

第 4 回総合計画審議会（1/26）

総合計画審議会答申 (1/29)

市議会議決 (3/11)

第 2 次伊豆市総合計画の決定・公表

Ｈ27.11 月

Ｈ27.12 月

Ｈ28.1 月

Ｈ28.3 月

年　月 取組内容等



第２次伊豆市総合計画諮問・答申６
伊総合第１５１号

平成 27 年 11 月 5 日

伊豆市総合計画審議会

会　長 　杉　山　羌　央　　様

伊豆市長　菊　地　　豊

第２次伊豆市総合計画の策定について（諮問）

　第２次伊豆市総合計画の策定について、伊豆市総合計画条例（平成 26 年条例第９

号）第４条第２項の規定に基づき、諮問いたします。
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平成 28 年１月 29 日

伊豆市総合計画審議会

会　長　　杉山　羌央

第２次伊豆市総合計画の策定について（答申）

　平成 27 年 11 月５日付け伊総合第 151 号により諮問のありましたこのことについ

て、伊豆市総合計画条例の規定に基づき、慎重に検討審議を行った結果、概ね妥当で

あると認め、別添計画案のとおり答申します。

　なお、計画の推進にあたっては、次の事項に十分留意されるよう要望します。

付　帯　意　見

１　市の政策や施策・事業とその成果を市民へ積極的に周知するとともに、市民を

はじめ多様な主体と行政が共に考え行動する、協働のまちづくりを推進されたい。

２　地域コミュニティは、地域で安心して暮らし続けるための重要な基盤であるこ

とから、地域コミュニティの育成と活性化を支援するとともに、市と地域が連携し

た地域活動の担い手の育成に努められたい。

３　人口減少、少子化に歯止めをかけ地域の活力を維持するため、若い世代の意見を

取り入れながら子育て・生活しやすい環境を整備するとともに、誰もが安全で安

心して暮らせるよう地域の医療・福祉の提供体制の整備に努められたい。

４　本市の有する豊かな自然資源、歴史的・文化的資産など既存の地域資源の確認・

保護、新たな地域資源の発掘に取り組むとともに、伊豆縦貫自動車道の開通を契機

とした有機的・効率的な交通ネットワーク形成と適切な土地利用により、４地域

の連携と地域特性を活かしたまちづくりを進められたい。

５　東京オリンピック開催など社会経済情勢の変化を適切に捉え、地域産業の振興

や雇用の創出、定住人口・交流人口の増加など活力と活気にあふれる地域経済発

展に向けた積極的な取組を推進されたい。

伊豆市長　　菊地　豊　様
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第２次伊豆市総合計画体系図７

94

基本構想 （2016 ～ 2025） 10 年間

まちづくりの基本的な理念であり、将来像と基本目標を示すもの

めざすまちのテーマ めざすまちのイメージ

将来像

まちの形

まちの色

まちの力
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重点目標(5)

魅力あふれる拠点の創造と

交通体系の確保

安全で心地よい生活環境の創出

産業力の強化

まちへの誇りの醸成と

ブランド力の向上

少子化対策と

次代を担う人材の育成

1

2

3

4

5

ク
ロ
ス
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賑わいと回遊性のある中心市街地づくり

文教ガーデンシティの創生

地域振興拠点の整備

公共施設の最適化と機能強化

交流を支える道路ネットワークの整備

持続可能な公共交通網の実現

健康づくりの推進

地域医療・救急体制の確保

支え合う福祉社会の実現

都市計画の見直しと心地よい居住環境の創出

豊かな自然環境の保全

魅力ある景観の形成

安心安全な生活環境の整備

地域防災・防犯体制の強化

地域資源を活用した戦略的観光事業の推進

産業力の底上げと人材の育成・確保

市有施設の転用やインターチェンジ周辺等への企業誘致

農業生産法人の誘致と６次産業化の推進

就業支援の充実

起業支援体制の充実

空き店舗等の活用

地域づくり協議会制度の推進

歴史・文化資源の保存、継承、活用

地域で活躍する人材や活動団体の育成

まちのブランド化の推進

戦略的なシティプロモーション

結婚、妊娠・出産、子育ての総合的な支援

子育て環境の充実

よりよい教育環境の創出とコミュニティスクールの推進

小中連携教育の推進

家庭や地域の教育力向上と連携強化

1

2

3

4

1

2

1

2

3

1

2

3

4

5

1

2

1

2

3

1

2

1

2

3

1

2

1

2

1

2

3

基本構想における将来像や基本目標を踏まえた施策の基本的方向や体系を示すもの

政策 (11) 施策 (31)

機能的で魅力あるコンパクトタウンの形成

まちの骨格となる総合的な交通環境の創出 

生涯健康の創造

心地よい環境づくり

観光交流を中心とした地域産業の振興

企業誘致や雇用創出に向けた取組の強化

起業支援

個性的な市民文化・都市文化の創造

まちの個性づくりと情報発信

子育て支援の充実

教育環境の充実

前期基本計画 （2016 ～ 2020）　５年間

1

2

1

2

1

2

3

1

2

1

2
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賑わいと回遊性のある中心市街地づくり

文教ガーデンシティの創生

地域振興拠点の整備

公共施設の最適化と機能強化

１

２

３

４

中心市街地での新規創業者（起業者）数

修善寺駅の乗降者数

修善寺駅周辺の歩行者空間整備数

魅力ある新中学校の建設

地域振興拠点数

「まちの居場所」整備数

地域づくり協議会数

公共施設の延べ床面積

公共施設の新たな利活用数

社会体育施設数

政策 施　策 指　標

１-１

都市計画の見直しと心地よい居住環境の創出

豊かな自然環境の保全

魅力ある景観の形成

１

２

３

駅周辺への住宅立地増加件数

空き地活用による身近な公園広場の整備数

景観重点地区数

移住件数

市有林森林施業面積

景観重点地区数（2-2-1 再掲）

特定空き家への対応件数

２-２

安心安全な生活環境の整備

地域防災・防犯体制の強化

４

5

１人１日あたりのごみ排出量

汚水処理人口普及率

防災フリーメール登録者数

消火班・消防協力隊の設置地区数

地域医療・救急体制の確保

支え合う福祉社会の実現

２

３

市内の医療機関数

高齢者への福祉サービスに対する住民満足度

ボランティア登録者数

「まちの居場所」整備数（1-1-3 再掲）

２-１

交流を支える道路ネットワークの整備

持続可能な公共交通網の実現

１

２

道路・公共交通の整備に対する住民満足度

修善寺駅周辺の歩行者空間整備数（1-1-1 再掲）

修善寺道路の利用台数

自主運行バスの年間乗車人数

バス停やバス待ちスペースの整備数

１-２

お達者度

メタボ該当者割合

健康づくりの推進１

有害鳥獣の年間捕獲数
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－

178 万人

－

－

－

－

２団体

186,543 ㎡

－

17 施設

５件

200 万人

２ヶ所

開校

4 エリア

６ヶ所

８団体

150,000 ㎡

３件

11 施設

修善寺駅周辺で新たに起業・創業を開始した事業者の累計数

修善寺駅の年間乗降者数

修善寺駅周辺の歩行者空間整備（歩道の整備やフラット化など）箇所数

学校再編計画に基づく新中学校の設置

地域振興拠点の整備エリア数

多様な世代が利用できる交流空間の整備箇所数

地域づくり協議会の設立数

市が管理する公共施設の延べ床面積

統廃合等により未利用となった公共施設の新たな利活用延べ件数

運動施設再編計画による施設の再編・廃止

指標の説明
現状値

（H26 年度）
目標値

（H32 年度）

－

－

－

－

200ha

－

－

20 件

２件

４地区

２５件

700ha

4 地区

３件

修善寺駅・牧之郷駅から約 1km 圏内への住宅立地増加延べ件数

空き地や公共施設等を活用した公園・広場の整備延べ箇所数

景観重点地区として指定した地区数

ワンストップ窓口を通じた 5年間の移住件数

市有林における森林施業延べ面積

景観重点地区として指定した地区数

倒壊の恐れや衛生上問題のある空き家への対応延べ件数

954ｇ

70.6%

3,355 人

39 地区

940ｇ

76.3%

5,000 人

45 地区

市民１人１日あたりの一般廃棄物排出量

( 下水道接続人口＋集落排水整備人口＋合併処理浄化槽人口 )/ 住民基本台帳人口×100

防災フリーメールの登録者総数

地域における消化班・消防協力隊の設置地区数

22

73.8%

565 人

－

現状維持

85.0%

620 人

６ヶ所

市内の病院・一般診療所の総数

高齢者への福祉サービスに不満を持っていない市民の割合

社会福祉協議会のボランティア登録者数

多様な世代が利用できる交流空間の整備箇所数

48.1%

－

３５０万台

363,440 人

－

60.0%

２ヶ所

４００万台

375,000 人

５ヶ所

道路や公共交通の整備に不満を持っていない市民の割合

修善寺駅周辺の歩行者空間整備（歩道の整備やフラット化など）箇所数

修善寺道路の年間利用総数

自主運行バスの年間乗車人数（乗降調査における乗車人数×年間運行本数）

バス停やバス待ちスペースの整備延べ箇所数

男性 ： 17.13
女性 ： 20.99
(H24 年度 )

男性 ： 17.50

女性 ： 21.50

男性 ： 108.3
女性 ： 118.7
(H25 年度 )

65 歳から元気で自立して暮らせる期間
（静岡県健康福祉部による算出数値）

特定健診におけるメタボリックシンドローム該当者の割合
（静岡県全体を 100 とした場合の割合）

100 （基準値）

以下

シカ 554 頭

イノシシ 317 頭

シカ 700 頭

イノシシ 300 頭
市内における有害鳥獣（シカ・イノシシ）の年間捕獲頭数



98

地域資源を活用した戦略的観光事業の推進

産業力の底上げと人材の育成・確保

１

２

観光交流客数

外国人宿泊客数

スポーツ交流人口

観光客消費額

市内新規就農者数

市内新規林業就業者数

３-１

市有施設の転用やインターチェンジ周辺等への企業誘致

農業生産法人の誘致と６次産業化の推進

就業支援の充実

１

２

３

企業誘致件数

農業生産法人の参入数

耕作放棄地面積

Iターン就職者数

就職面接会での内定者数

３-２

地域づくり協議会制度の推進

歴史・文化資源の保存、継承、活用

地域で活躍する人材や活動団体の育成

１

２

３

地域づくり協議会数（1-1-3 再掲）

地域への愛着度

無形民俗文化財団体数

未来塾の参加者総数

若者交流施設（9izu）の年間利用人数

４-１

よりよい教育環境の創出とコミュニティスクールの推進

小中連携教育の推進

家庭や地域の教育力向上と連携強化

１

２

３

学校教育に関する満足度

魅力ある新中学校の建設（1-1-2 再掲）

小中一貫校数

地域への愛着度（4-1-1 再掲）

中学 1年生の朝食摂取率

５-２

まちのブランド化の推進

戦略的なシティプロモーション

１

２

観光交流客数（3-1-1 再掲）

ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン認定数

市ホームページへのアクセス数

外国人宿泊客数（3-1-1 再掲）

ふるさと納税の件数及び金額

４-２

起業支援体制の充実

空き店舗等の活用

１

２

新規創業者（起業者）数

空き店舗解消数
３-３

結婚、妊娠・出産、子育ての総合的な支援

子育て環境の充実

１

２

合計特殊出生率

子育て支援サービスの満足度

次世代の各年齢人口

５-１

政策 施　策 指　標
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342 万人

12,700 人

54,300 人

15,802 円

－

－

450 万人

112,700 人

100,000 人

16,800 円

５人

８人

年間の観光交流客数

年間の外国人宿泊客数

年間のスポーツ交流人口

観光客１人あたりの観光消費額

市内の新規就農者延べ人数

市内の新規林業就業者延べ人数

－

－

205ha

－

－

3 件

５件

195ha

20 人

100 人

企業誘致の延べ件数

農業生産法人の参入延べ件数

市内の耕作放棄地面積

Ｉターンによる就職延べ人数

集団合同就職面接会における就職内定者延べ人数

２団体

50.1%

９件

93 人

2,209 人

８団体

65.0%

現状維持

170 人

3,000 人

地域づくり協議会の設立数

自分の住む地域に愛着を感じる市民の割合

無形民俗文化財支援事業対象団体数

未来塾への参加実人数の累計

9izu の年間利用延べ人数

69.5%

－

－

50.1%

94.7%

80.0%

開校

１校

65.0%

100%

学校教育に不満を持っていない市民の割合

学校再編計画に基づく新中学校の設置

学校再編計画に基づく小中一貫校の設置数

自分の住む地域に愛着を感じる市民の割合

朝食を毎日食べる中学 1年生の割合

342 万人

３ヶ所

347 万件

12,700 人

37 件

325 万円

450 万人

５ヶ所

500 万件

112,700 人

5,000 件

2 億円

年間の観光交流客数

世界的に評価の高い旅行ガイドへの認定数

市ホームページへの年間アクセス数

年間の外国人宿泊客数

ふるさと納税による年間の寄付件数及び金額

－

－

15 件

３件

新たに起業・創業を開始した事業者の累計数

空き店舗を活用した各年の定住・出店件数

1.25

66.9%

－

1.69

80.0%

200 人

１人の女性が生涯に産む子供の平均数

子育て支援サービスに不満を持っていない市民の割合

15 歳以下の各年齢人口

指標の説明
現状値

（H26 年度）
目標値

（H32 年度）
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